
※パブリックコメントによる市民意見については、趣旨を変更しない範囲で省略したものがあります。
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市民意見※

1 - -
大網の内容は良いものと感じるが、実際の教育の場所(三鷹市立小学校、中学校)において、学校側
がどこまでこれを理解して、日々の案内をするのか疑問です。本当にこの大網に沿った教育が行わ
れるのでしょうか、沿っていない教育が行われていた場合、どのように是正可能なのでしょう。

⑥その他

本大綱は、「基本理念」、「基本目標」を示
し、その具体的な内容は「基本目標と施策の方
向」において第５次三鷹市基本計画の内容を記
載しています。本大綱を踏まえ、教育委員会に
おいて策定する教育ビジョンや各年度の事業計
画を、校長等と内容を共有して実践できるよう
に取り組んでいきます。

2 - -

「三鷹市の教育に関する大綱」とあるが、三鷹市の教育委員会が主体的にどう取り組むかを示し
た、三鷹市ならではの言葉を市民と共につくりあげるべきだ。

「すべての子どもの人権の尊重」に「子どもの意見を聞く機会を積極的に設けます」とあるが、聞
くだけでは何も意味しない。必要なのは、三鷹をよりよいまちにする取り組みの場に子供が参加
し、子供とともに一緒に考えることが必要になる。「子どもの人権の尊重」には、三鷹市である子
供と大人が共につくる場が必要だが、この大綱には盛り込まれていない。

今回のパブリックコメントは、三鷹の子供達に提示したのだろうか。教育に関する大綱を市民とと
もにつくるためには、三鷹の子供達からの意見を受け入れる必要がある。この文章を三鷹市の子供
に読ませる機会はあるだろうか。そもそも、これを読んでも、自らの人権があることを認識できな
い文章であることは問題だ。
他の自治体では、すでに子供が主体であることを主観とし、小学生が理解できる言葉で、その自治
体が考える「子どもの人権」を文章にしている例がある。「子どもを権利の主体」を子供とつくる
三鷹をつくるためには、このようなインターネットでの登録ではなく、様々な場での議論をもうけ
るべきだ。

⑥その他

教育大綱は、地方教育行政の組織及び運営に関
する法律において、地方自治体の長が、教育、
学術、文化の振興に関する総合的な施策の大綱
を定めるとされていますが、本市においては、
市長と教育委員会とで構成する「総合教育会
議」において協議して策定しています。した
がって、本大綱は、子どもだけが対象というこ
とではなく、すべての市民が対象となるもので
す。
また、基本理念「すべての子どもの人権の尊
重」に記載の「子どもの意見を聞く機会を積極
的に設けます」は、単に意見を聞くだけでな
く、意見を反映する過程を含んでいます。「子
ども人権基本条例（仮称）」制定の過程の中で
も、子どもの意見反映の方法について検討して
いきます。
なお、パブリックコメントについては、三鷹市
パブリックコメント手続条例に基づき、年齢に
関係なく実施しているところです。

「三鷹市の教育に関する大綱（案）」に係る市民意見への対応について

対　応　の　方　向　性

【凡例】

①計画に盛り込みます・・・・・・・・・意見を概ね提案どおりに盛り込むもの
②計画に趣旨を反映します・・・・・・・意見の趣旨を計画に反映するもの
③対応は困難です・・・・・・・・・・・趣旨の反映を含め計画に盛り込むことが困難なもの

④事業実施の中で検討します・・・・・・事業実施段階で判断するもの
⑤既に計画に盛り込まれています・・・・既に意見が計画に盛り込まれているもの。既に意見の趣旨が計画に反映されているもの
⑥その他・・・・・・・・・・・・・・・その他の意見など

パブリックコメント提出状
況

人数：２名
件数：２件
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